	セクシュアル・ハラスメント防止規程


学校法人○○○学園

○○○幼稚園

平成１８年４月１日施行
セクシュアル・ハラスメント防止規程

（目的）

第１条　この規程は、就業規則に基づき、職場、出張先又は懇親会等の場所において、男性が女性に対して性的嫌がらせ等の言動をおこない、不愉快な思いをさせ、あるいは不利益な取扱いを防止するために定めたものである。

（適用）

第２条　この規程は、園の役員、職員（嘱託職員、パートタイマー、臨時職員等を含む。）等、園での身分、職制、性別を問わず、園の業務に従事するすべての者に適用する。

（禁止事項）

第３条　男性は、女性に対して、次の言動をしてはならない。

（１）女性に対して、不純な交際を要求すること。

（２）意図的に女性の体にさわること。

（３）容姿、男女関係、妊娠、性経験、その他女性が「気にしていること。」にふれること。
（４）懇親会等において、座席を指定し、酒を強要し、あるいは卑猥な言動で不愉快にさせること。

（５）裸体写真、わいせつな写真、ビデオ等を見せ、又は卑劣な言動で不愉快にさせること。

（６）職務に関連して、人事考課、その他の対価的な要求をすること。

（７）その他、前各号に準ずる行為をおこなうこと。

（苦情処理）

第４条　女性は、男性から前条各号の一に該当する行為を受けたときは、自己の意思により、苦情処理委員会に対して、事件の苦情を申し立てることができる。

２．前項の申し立ては、当該事件が発生した日から、１カ月以内におこなわなければならない。

３．女性は、第１項の申し立てをしたことを理由として、いかなる不利益な取り扱いを受けることはない。

（苦情処理委員会）

第５条　園は、園内におけるセクシュアル・ハラスメントを防止し、あるいは発生した事件を処理するため、「セクシュアル・ハラスメント苦情処理委員会」を設置する。

２．苦情処理委員会は、次によって構成する。

（１）労務担当役員

（２）管理職代表　２人

（３）職員代表　２人（内１人は女性）

３．苦情処理委員会の事務局は、管理職代表が担当し、委員会は、必要に応じて随時開催するものとする。

４．苦情処理委員会は、次の業務をおこなう。

（１）セクシュアル・ハラスメント防止のための対策

①全員を対象とした普及・啓発活動

②階層別開発・研修

③その他、必要に応じた活動

（２）苦情処理と事後処置

①セクシュアル・ハラスメントに関する相談

②苦情処理の申し立てに対する事実確認

③事実確認の結果に対する処置

（管理・監督者の義務）

第６条　管理・監督者は、男女を問わず、自己の担当する職場、出張先、あるいは園の関係する行事等の場所において、第３条に定める事象が発生することのないよう、啓発・指導に努めなければならない。

（処置）

第７条　この規程の対象者が、第３条の規程に違反し、あるいは第６条の義務を怠ったときは、園長、理事長は役員会(理事会)の議決により、職員は就業規則に定める懲戒規程により、相応の処分を受けることがある。

（その他）

第８条　前各条に定めるもののほか、セクシュアル・ハラスメントの防止及び苦情処理に関する必要な事項は、苦情処理委員会が定める。

付　則

この規程は、平成１８年□□月□□日より施行する。
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